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INDEX例会から広がる「人の輪・心の輪」
──やっぱり、楽しみながら学ぶ場

月星会の行事といえば、“学び”を主にした研修会と、“楽しみ”を主にし
た親睦行事が、車の両輪のように回転している。この両輪の行事は、年に
数回であり、いささか物足りないと思う人がいるかもしれない。「異業種交
流会なんだから、月１回ぐらいは交流したいな」と。
いうまでもないことなのであるが、実はしっかり用意されているのだ。
例会！　毎月１回、会員が集まり、情報交流したり、雑談したり、外部講
師を招いてちょっとためになる話を伺ったり……。2013年新年号は、こ
の「例会」にスポットを当ててみました。もっと例会参加者を増やしたい
という役員や事務局の切なる願いを背に受けて──。
まずは、昨年12月に行われた例会報告から。

参加者39名！　「望年会」を兼ねて和やかに
「楽しみ」あり、「学び」ありの有意義90分
“例会賛歌”インタビュー　産方副会長に例会を聞く

１２月の夕食例会は昨年同様、望年会を兼ねてフリードリ

ンク形式で実施致しました。

宍倉会長の挨拶に続き、卓話はうすい先生に「日本はどう

なる」と題してお願いしました。ちょうど衆議院選挙戦真っ

只中で、選挙に絡めて今後の政局、日本のゆくえについてお

話いただきました。その後、委員会報告、山本相談役の「美術

鑑賞の壷」があり懇親会に入りました。

今回は望年会を兼ねていることもあり、普段見えない会員

の方々も来られ合計39名の出席がありました。皆さん、お

酒を酌み交わしながら１年間の思い出や来年の抱負を語り

合い、和やかな雰囲気の中、宴は進行し最後に産方副会長の

締めの挨拶で終宴となりました。

２月以降の夕食例会もユニークなためになる例会にして

いきたいと思いますので、会員皆様のご出席を宜しくお願い

いたします。	 （林　威樹）

月星会の例会は、宍倉龍子氏が会長に就任した今年度か

ら、朝食会ではなく夕食会になった。「朝は苦手」という人や

「酒でも飲みながらのほうが」という人に配慮した方向転換

である。これも、できるだけ多くの人に参加してほしいとい

う工夫の表れにほかならない。

近年の例会について、新年の仕事に忙しい最中、産方副会

長に直撃してみた。

──産方さんは例会出席率の高いお一人のようですが。

産方　そうですかね。まあ、お花を用意させていただいてい

る面もありますから。

──確かに同業者はいないようです。

産方　ええ、月星会に花屋がいたほうがいいだろうというこ

ともあって入会を勧められた経緯もありますが、商売的な発

想で入ったわけではないですよ。

夕食例会	 平成12年12月11日㈫　　於：鮨割烹みどり
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やかな雰囲気で交流できるということで。

──卓話として外部講師を積極的に招

いていますね。

産方　林委員長を中心に、例会をより魅力

的なものにしようと工夫をしています。

市の出前講座を利用してゴミの話や千葉

駅西口開発の話をしていただいたり、ワイ

ンの試飲を交えて㈱いまでやさんのお話

を聞いたり。30分程度の短い時間ですが、

それぞれ好評でした。これからも、いろい

ろ趣向を凝らしていきたいですね。

──参加すれば有意義な90分を実感で

きるというわけですね。

産方　はい。ぜひご参加を！と思います。

	 （聞き手　奥平）

歌舞伎の決め科白に“今年ゃ春から縁起がいいぜ！”と

いうのがあるが、正に今年の日本は春から縁起が良いと

思う。正月の産経新聞に「民主党よ、有り難う」という見

出しがあった。産経新聞が民主党政権を評価して、褒め

るのはおかしいと思ったが、案の定、内容は政権を暮れ

の内に放棄して、自民党安倍政権で新たな年のスタート

が切れることが日本にとってこの上ない幸せで“有り難

う”というわけだ。

総選挙前の世論調査で、「あなたは何を投票選択規準

にしますか？」との設問で、「実績で選ぶ」とする人が「党

首の顔」や「政策」を押さえて圧倒的に多かったことが印

象的だったが、民主党の選挙での惨敗結果を見て、有

権者が民主党のあの拙劣な政治運営の実績に対し厳しい

“ノー”の答えを出したことが改めてわかった。

総選挙で安倍自民党政権スタートが決まった頃だった

が、友人の一人が勢いよく駆け寄ってきて「私、株を持っ 前衆議院議員　臼井日出男

うすい日出男の
〈こくせいふかん〉の目②

連

載

ていて、ずーっと損ばかり

してきたんだけど、久し

ぶりに儲けさせてもらった

よ」と大喜びだった。平成

25年度の予算も１ヶ月遅れ

の編成でこれからだし、安

倍政権はまだ何をやったわ

けでもないのに、株は１万

１千円台に近づき、為替は

１ドル90円も目前の状況だ。

「病は気から」という言葉があるが、正に「景気も“気”

から！」だと思う。

私はいつも「今、日本に欠けているもの、三つ」として

①日本人の誇りに欠けていはいないか！②他者への思い

やりに欠けていはいないか ③なによりも元気さ、活力に

欠けていはいないか！を訴えているが、事実、日本ほど

素晴らしい国はないと思うし、日本人も一人ひとりが極

めて優れた民族だということは、外国人が挙って認めて

いるところだ。しかし問題は、肝心の日本人自体がその

素晴らしさを自覚していないことが一番の問題点だ。昔

から”信ずる者は救われる”と言うではないか。安倍総理

の決断と実行力を信じて、今年こそ元気に前進していき

ましょう！

1994年5月　20回記念朝食例会 井草隆雄先生

これまでの
講師の先生方

劇団ルネッサンス
主宰・大川義行氏

元大使  中村義博氏

景気は”気”から！
ー安倍総理の実行力を信じて、元気に頑張ろうー

──いちばんの目的は異業種交流にあると。

産方　地元のいろいろな業種の方と交流ができるというの

は、大きなメリットだと思います。臼井先生のお人柄にも惹

きつけられるものがありましたし…。

──では、本題です。ずばり、例会の魅力といえば？

産方　ずっと朝食会で続けてきましたが、朝の新鮮な気分の

うちに、臼井先生のお話や他の方のいい話を聞けるのは私に

とっては魅力でした。また、毎月1回の交流で、だんだんつ

ながりが深くなることも実感していました。地元における

この“つながり”というのはいいものです。

──今年から夕食会になりました。

産方　朝早いのは辛いという人の声がだんだん強くなって

きましたので、では夜にしてみようか、と。以前も、真夏や

真冬には夕食会にしたこともあって好評だったという面も

あります。

──参加人数は増えましたか。

産方　増えました。朝食会は人数が少しずつ減って30人い

かなくなっていたのですが、夕食会にしてから30人は軽く

超えて40人ぐらいまで伸びました。

──ワンドリンクですが、お酒も飲めるという点も…。

産方　私は、“楽しみながら学ぶ”というフレーズがとても

よいと思っているのですが、例会も円テーブルでお酒を飲み

ながら懇談することで楽しめるんじゃないでしょうか。和



ばならないと思っております。ですので、今年前半は年末

の勢いをそのままに必勝態勢で臨みます。

2点目は、議長として予定されている任期が今年の6月ま

でなので、立候補にあたって約束した議会改革の成果を何

らかの形でまとめ上げたいと思います。

3点目は、以前から構想を掲げていた「ちばトップスポー

ツ市民応援団（仮称）」を年内中に具体化させたいと思って

おります。その際には月星会の皆様にも是非ご協力を賜り

たいと思います。どのような構想かと簡単に説明しますと

千葉市を拠点とするトップスポーツチームまたはアスリー

トを支える組織を作りたいということです。個別には其々

ファンクラブがあると思いますが、それとは違った形で千

葉市を盛り上げる観点からの運営とするつもりです。

最後に、個人的ですが、毎年の目標となっている体重の減

です。今年はとうとう４０代になるので、健康管理にはさ

らに留意したいと思います。以上、私の今年の抱負でした。

年頭特別投稿　2013年「私の抱負」

ぶれることなく、全力で恩返しを
衆議院議員　門 山 宏 哲

あけましておめでとうございま

す。この度の衆議院議員選挙におき

ましては、月星会の皆様には温かい

ご支援をいただき誠にありがとう

ございました。たくさんの皆様の貴

重なご指導や、励ましのお言葉に支

えていただいて、なんとか政治家と

しての一歩を踏み出すことができました。心より感謝申し

上げます。

私は、地元千葉で19年間弁護士をしてまいりましたが、

２年前の公募で自民党千葉県第一選挙区支部の支部長に就

任し、新たに政治活動を始めました。

これまで、弁護士として活動する中、依頼人の正当な権利

を実現することを通して、私がライフワークとしていた「社

会正義の実現」に努力してきましたが、一弁護士としては政

策や法制度自体を変える力は持ち得なかったこと、また、今

の日本の外交、経済状況、不公正な実態、「自律」意識の欠如

などの深刻な状況を見て政治に危機感を抱いたこと等が政

治家を志望した動機です。

しかし、なにぶん政治活動ははじめてのことで、臼井日出

男先生をはじめ月星会の皆様には、本当に親身になってご

指導いただき、温かい貴重なアドバイスをたくさん頂戴い

たしました。慣れないことばかりの中で、皆様にどれほど

励まされ、勇気づけられたか知れません。

皆様のお心にお応えし、少しでも御恩返しができるよう、

初心を忘れることなく、ぶれることなく、全力で活動してま

いります。

すべての国民の皆様が誇りをもって将来にわたり安心し

て生活できることを目指し、誠心誠意尽くしてまいる所存

でございます。月星会の皆様には、今年もなにとぞご指導

ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

市民応援団の具体化を
千葉市議会議員　小 川 智 之
あけましておめでとうございま

す。今年もよろしくお願い申しあげ

ます。

さて、広報委員会からのキラーパ

スにより、「今年の抱負」を述べさせ

ていただきます。

1点目は、政治家として3月に知事

選、5月に市長選、7月に参議院選挙

と今年前半は選挙が目白押しであり、経済を立て直すため

にも、国も地方も自民党が勝って政治を安定化させなけれ

今年は不況・混迷
から脱皮してカマ

首もたげよう！

３
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2・3・4月のスケジュール
2 / 6㈬ 役 員 会	 18:30開会	  プラザ菜の花

2 / 8㈮ 定例夕食会	　 19:00開会  参加費 3,000円
　　　　　　　　　  会場：鮨割烹みどり

3 / 6㈬ 役 員 会	 18:30開会	  プラザ菜の花

3 / 9㈯

第2回経営研修会
“地場産業を活性化させた経営戦略を学ぶ”

講師：富洋観光開発(株)　社長  鈴 木 裕 士 氏
JR千葉駅NTT前  9:00  バス出発

参加費　3,000円

3/15㈮ 定例夕食会	　 19:00開会  参加費 3,000円
　　　　　　　　　  会場：鮨割烹みどり

4 / 3㈬ 役 員 会	 18:30開会	  プラザ菜の花

4/12㈮ 定例夕食会	　 19:00開会  参加費 3,000円
　　　　　　　　　  会場：鮨割烹みどり

この新年号を会員の皆さまのお手元に届けるのが、「新春の集い」から10日ほど過ぎた頃になってしまいました。であったら、
「新春の集い」の記事を入れるんだった……と、編集スタッフは反省しきりです。
19日（土曜日）に行われた今年の集いも、たくさんの来賓の方々にお越しいただき、華やかでした。どう華やかだったか？
それは次回のお楽しみにしましょう。次号にてご報告することで、「新春の集い」が２度美味しくなる……とは、編集スタッフ
の勝手なポジティブシンキングです。	 （奥平）
2013年巳年、最初の「会報つきぼし」はいかがでしたか？ うすい先生の文中にありました「景気は "気 "から」の通り気
持ちから上向かない限り世の中は良くはならないと感じますね。
原稿を依頼しています関係者各位には毎度のキラーパスに多大なるご配慮を頂戴しまして今号も発行にこぎつけました。	

次回は二ヶ月毎の発行に合わせられる様、段取り良く計画していきますのでご協力をお願い致します。	 （内藤）
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浅草日帰り旅行	 平成24年11月17日

平成24年11月17日に行われた親睦委員会浅
草散策のレポートですが、今回は特別にご家族で
ご参加頂きました土屋親睦委員長のご子息の土屋
直武様よりご寄稿を頂きました。


